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▽
平び
ら
と
り取
聖
公
会

　

七
月
後
半
に
な
っ
て
天
候
が
回

復
し
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

当
教
会
で
は
毎
月
第
二
日
曜
日

礼
拝
後
に
教
会
委
員
会
を
開
い
て

い
ま
す
。
報
告
事
項
は
宣
教
、
営

繕
、
会
計
、
婦
人
会
、
保
育
園
、

礼
拝
日
程
と
続
き
、
協
議
事
項
で

終
わ
り
ま
す
。
七
名
の
委
員
が
い

ま
す
が
、
半
数
が
集
ら
な
け
れ
ば

次
週
の
礼
拝
出
席
を
待
っ
た
り
、

持
ち
回
り
で
進
め
て
い
ま
す
。
年

当
初
九
名
で
あ
っ
た
現
受
聖
餐
者

が
八
名
に
減
り
ま
し
た
。
ほ
ぼ
全

員
が
委
員
と
し
て
運
営
に
当
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
課
題
も

多
い
神
の
宮
の
守
り
人
に
力
が
与

え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

▽
有う

す珠
聖
公
会

　

七
月
七
日
～
八
日
、
道
南
分
区

合
同
礼
拝
に
、
大
町
司
祭
・
片
平

教会だより
AUGUST

芳
裕
さ
ん
、
笠
井
由
紀
子
さ
ん
の

三
名
が
参
加
。
今
金
イ
ン
マ
ヌ
エ

ル
教
会
の
皆
さ
ん
の
心
を
込
め
た

準
備
に
感
動
。
大
い
に
楽
し
み
・

学
び
・
共
に
祈
る
機
会
を
与
え
ら

れ
て
感
謝
。
二
二
日
、
主
日
聖
餐

式
。
ご
近
所
の
家
族
が
出
席
く
だ

さ
り
、
い
つ
も
の
顔
ぶ
れ
に
子
ど

も
た
ち
が
加
わ
り
新
鮮
な
気
分
で

し
た
。
八
月
五
日
、
教
区
Ｇ
Ｆ
Ｓ

キ
ャ
ン
プ
の
二
七
名
の
皆
さ
ん
を

迎
え
て
礼
拝
が
捧
げ
ら
れ
ま
し

た
。
教
会
が
建
つ
丘
は
、
日
々
の

手
入
れ
の
苦
労
が
実
り
ア
ジ
サ
イ

の
名
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
八
月

二
六
日
か
ら
三
日
間
、
大
町
司
祭

は
滞
在
司
牧
し
ま
す
。

▽
紋
別
聖
マ
リ
ヤ
教
会

　

寒
い
紋
別
で
し
た
が
こ
こ
数
日

夏
の
暑
さ
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

七
月
一
日
、
第
六
三
回
運
動
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
時
折
り
雨
の
降

る
中
で
し
た
が
、
園
児
た
ち
の
歓

声
が
こ
だ
ま
し
て
お
り
ま
し
た
。

二
三
日
～
二
四
日
の
二
日
間
、
苫

小
牧
市
で
施
設
職
員
研
修
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。教
会
で
は
二
二
日
、

大
阪
よ
り
高
橋
ご
夫
妻
が
保
養
の

た
め
に
紋
別
に
訪
れ
て
お
り
ま

す
。
二
九
日
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
兄
の

お
兄
さ
ん
ご
夫
妻
が
来
ら
れ
、
皆

で
歓
迎
い
た
し
ま
し
た
。
主
の
平

安
が
皆
様
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

▽
留
萌
キ
リ
ス
ト
教
会

　

記
録
的
豪
雨
に
襲
わ
れ
た
三

日
、
一
部
地
域
に
避
難
指
示
が
発

令
し
、
幌
糠
や
幌
新
で
川
が
氾

濫
。
中
幌
糠
の
小
林
さ
ん
宅
は
高

い
場
所
で
難
を
免
れ
る
も
、
水
田

は
土
砂
崩
れ
や
氾
濫
の
爪
痕
が
残

さ
れ
る
。
大
雨
は
一
転
し
て
高
温

三
三
度
と
一
〇
日
以
上
の
日
照
り

と
な
り
、
老
夫
婦
の
自
家
用
野
菜

の
栽
培
は
難
航
を
極
め
る
。
異
常

気
象
が
い
か
に
生
活
困
難
と
直
結

す
る
深
刻
な
問
題
で
あ
る
か
、
身

を
持
っ
て
知
る
。

　

二
二
日
宣
教
記
念
バ
ザ
ー
は
、

深
川
か
ら
一
〇
名
が
加
わ
っ
て
無

事
終
了
。
規
模
を
縮
小
し
、
楽
し

く
行
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

感
謝
。

▽
帯
広
聖
公
会

　

七
月
三
日
に
旭
川
よ
り
大
友
愛

美
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
教
会
と
幼

稚
園
と
の
共
催
で「
共
に
生
き
る
」

集
い
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

幼
稚
園
は
七
月
一
八
日
に
終
業
式

を
終
え
、
八
月
一
七
日
の
始
業
式

ま
で
夏
休
み
に
入
り
ま
し
た
。　

　

八
日
、
一
五
日
は
松
井
司
祭
に

よ
る
聖
餐
式
、
二
九
日
に
は
永
谷

司
祭
に
よ
る
聖
餐
式
。

　

逝
去
者
の
埋
骨
式
、
記
念
式
が

行
わ
れ
、
九
日
尾
関
家
。
一
五
日

橋
本
家
。
二
九
日
及
川
家
。
魂
の

平
安
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

来
る
八
月
六
日
、
九
日
、
に
は

礼
拝
堂
に
て
、
広
島
、
長
崎
で
の

原
爆
記
念
日
を
覚
え
点
鍾
礼
拝
を

予
定
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

婦
人
会
で
は
、
来
る
九
月
一
六

日
に
、
帯
広
聖
公
会
礼
拝
堂
、
聖

公
会
幼
稚
園
、
双
葉
幼
稚
園
、
を

会
場
に
道
東
分
区
婦
人
大
会
へ
向

け
て
、
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。

▽
稚わ

っ
か
な
い内
聖
公
会

　

七
月
三
〇
日
、
七
月
の
礼
拝
を

本
原
満
栄
さ
ん
、
與
賀
田
敏
子
さ

ん
、
広
谷
栄
子
さ
ん
、
牧
師
の
四

人
で
お
捧
げ
す
る
。
稚
内
聖
公

会
「
観
測
史
上
」
最
も
暑
い
礼
拝

と
な
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な

し
。
六
月
の
礼
拝
は
、
真
っ
先
に

ス
ト
ー
ブ
を
焚
い
て
、
温
度
を
最

大
に
し
た
っ
け
。
礼
拝
後
、
御
茶

を
い
た
だ
き
な
が
ら
稚
内
の
教
会

の
将
来
に
つ
い
て
自
由
に
話
し
合

う
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
話
し
合

い
を
続
け
て
い
き
た
い
。帰
路「
イ

エ
ス
の
姉
妹
会
」
を
訪
ね
、
マ
ド

レ
ー
ヌ
さ
ん
の
「
稚
内
生
活
四
〇

年
」
の
思
い
出
に
聞
き
入
っ
た
。

来
月
は
い
よ
い
よ
「
合
同
礼
拝
」

だ
！

▽
小
樽
聖
公
会

　

小
樽
聖
公
会
で
は
、
毎
年
七
月

第
二
主
日
を
宣
教
開
始
記
念
日
と

し
、
今
年
は
宣
教
一
三
八
年
を
迎

え
、
記
念
礼
拝
を
お
捧
げ
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
掲
げ

て
い
る
「
わ
た
し
た
ち
の
教
会
の

夢
」
で
あ
る
「
感
謝
と
喜
び
あ
ふ

れ
祈
り
合
う
教
会
・
人
び
と
が
集

う
地
域
に
開
か
れ
た
教
会
」
を
教

会
・
信
徒
が
よ
り
実
践
で
き
る
よ

う
に
と
、「
祈
り
の
し
お
り
」「
祈

り
の
こ
よ
み
」
が
こ
の
七
月
に
合

わ
せ
て
作
ら
れ
、
配
布
さ
れ
ま
し

た
。「
し
お
り
」
は
日
々
・
折
々

の
祈
り
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、「
こ
よ
み
」
は
ひ
と
月

見
開
き
で
教
会
や
地
域
の
行
事
が

ま
と
め
ら
れ
、
家
族
や
知
人
・
友

人
の
記
念
日
を
書
き
込
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
釧
路
聖
パ
ウ
ロ
教
会

▽
厚あ

っ
け
し岸

聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会

　

釧
路
聖
パ
ウ
ロ
教
会
の
玄
関
ド

ア
の
修
理
が
終
わ
り
、
美
し
く
塗

り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
教
会
内
、

各
部
屋
の
ド
ア
の
建
て
つ
け
も
調

整
し
て
い
た
だ
き
、
冬
の
隙
間
風

対
策
が
で
き
ま
し
た
。
山
本
兄
に
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感
謝
。

　

厚
岸
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会

は
、
佐
田
兄
ご
一
家
が
教
会
の
掃

除
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
佐
田

兄
ご
一
家
の
ご
尽
力
や
ご
奉
仕
に

感
謝
し
ま
す
。
今
後
も
釧
路
・
厚

岸
両
教
会
の
共
同
作
業
に
神
の
ご

加
護
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
ま

た
、
松
井
司
祭
様
は
、
釧
路
・
厚

岸
・
帯
広
の
教
会
の
ご
奉
仕
の
ほ

か
、
頌
栄
保
育
園
、
聖
公
会
幼
稚

園
の
チ
ャ
プ
レ
ン
を
し
て
お
ら
れ

ま
す
。皆
さ
ん
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

▽
旭
川
聖
マ
ル
コ
教
会

　

七
月
第
一
主
日
は
し
ょ
う
え
い

ま
つ
り
バ
ザ
ー
が
開
か
れ
ま
し

た
。
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
主

会
場
を
屋
内
に
移
し
、
保
護
者
や

卒
園
児
、
ご
近
所
の
皆
さ
ん
で
大

賑
わ
い
で
し
た
。
特
別
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
行
っ
た
手
品
と
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
は
大
好
評
で
し
た
。

　

二
二
日
、
マ
ル
コ
食
堂
後
「
マ

ル
コ
講
座
」「
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福

音
書
を
学
ぶ
」
が
開
講
さ
れ
、
聖

書
を
輪
読
、
広
谷
司
祭
の
解
説
に

耳
を
傾
け
ま
し
た
。
二
九
日
は
甲

斐
博
邦
司
祭
の
司
式
と
説
教
に
よ

り
聖
餐
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
七

月
上
旬
は
雨
が
続
き
、
下
旬
か
ら

は
、
一
転
し
て
酷
暑
と
な
り
、
礼

拝
堂
は
扇
風
機
が
フ
ル
回
転
で

す
。

▽
札
幌
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

　

一
三
日
、
月
一
度
の
ロ
ザ
リ
オ

の
祈
り
会
、
鈴
木
洋
子
さ
ん
の
お

話
し
を
伺
う
と
と
も
に
、
世
界
の

た
め
、
身
近
な
人
々
の
た
め
に
祈

り
合
う
。
二
〇
日
、
当
教
会
を
会

場
に
道
央
分
区
婦
人
の
集
い
を
開

催
、六
八
名
の
出
席
。
聖
餐
式
後
、

JO
CS

か
ら
タ
ン
ザ
ニ
ア
派
遣
が

内
定
し
て
い
る
当
教
会
信
徒
、
雨

宮
春
子
さ
ん
か
ら
お
話
し
を
伺

う
。
二
二
日
、
今
年
ま
で
タ
ン
ザ

ニ
ア
に
医
師
と
し
て
派
遣
さ
れ
て

い
た
弓
野
綾
さ
ん
の
報
告
会
。
日

本
で
は
当
た
り
前
の
医
療
行
為
や

出
産
が
多
く
の
困
難
を
伴
う
こ
と

に
改
め
て
衝
撃
を
持
っ
て
受
け
止

め
る
。
そ
の
後
、
雨
宮
さ
ん
を
支

え
る
グ
レ
ー
ス
の
会
の
設
立
総
会

を
行
い
、
祈
り
つ
つ
支
え
、
そ
し

て
こ
ち
ら
も
恵
み
を
い
た
だ
く
こ

と
を
願
い
ス
タ
ー
ト
す
る
。

▽
札
幌
キ
リ
ス
ト
教
会

　

長
雨
か
ら
一
転
突
然
の
猛
暑
と

な
っ
た
七
月
で
し
た
。
マ
リ
ヤ

桑
山
道
子
さ
ん
が
一
四
日
神
様

の
も
と
に
召
さ
れ
一
六
日
通
夜
、

一
七
日
葬
送
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
二
二
日
主
教
様
を
お
迎
え
し

た
創
立
一
二
六
周
年
記
念
礼
拝
で

は
、
教
会
全
体
で
ア
グ
ネ
ス
逸
見

純
子
さ
ん
、
ニ
コ
デ
モ
布
施
正
孝

さ
ん
、
ナ
オ
ミ
山
下
日
登
美
さ
ん

の
洗
礼
・
堅
信
と
大
関
哲
史
さ
ん

の
サ
ー
バ
ー
デ
ビ
ュ
ー
を
祝
福
し

ま
し
た
。
そ
し
て
午
後
は
、
主
教

様
の
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
五
日
・
一
六
日
は
、
当
教
会
を

会
場
に
聖
公
会
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
の
参
加

者
に
よ
る
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
暑
い
日
が
続
き
ま

す
が
皆
様
ご
自
愛
下
さ
い
。

▽
新
札
幌
聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会

　

一
五
日
、
長
沼
町
仲
野
農
園
で

恒
例
の
野
外
礼
拝
。
荒
天
の
中
、

四
一
名
が
参
集
。植
松
主
教
司
式
、

横
山
司
祭
補
式
、
上
平
聖
職
候
補

生
は
ギ
タ
ー
。
主
教
は
福
音
書
に

関
連
し
て
往
時
の
留
学
経
験
を
話

さ
れ
、
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

礼
拝
後
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
共
に
し
、
深
川

聖
三
一
の
仲
野
夫
妻
や
メ
ノ
ナ
イ

ト
の
レ
イ
モ
ン
ド
夫
妻
の
話
を
聴

き
、
他
教
会
の
皆
様
と
会
話
が
弾

ん
だ
。

　

二
九
日
は
下
澤
司
祭
司
式
・
説

教
と
上
平
聖
職
候
補
生
補
式
。
礼

拝
後
司
祭
の
講
話
「
い
つ
ま
で
も

感
謝
を
も
っ
て
」
が
あ
り
、
神
の

恵
み
と
希
望
を
表
わ
す
た
め
の
人

生
終
期
の
聖
奠
的
諸
式
の
考
え
方

と
具
体
例
を
詳
し
く
話
さ
れ
、
悩

め
る
高
齢
者
に
大
好
評
。大
感
謝
。

▽
新に

い
か
っ
ぷ冠
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
教
会

　

七
日
、
八
日
と
今
金
イ
ン
マ
ヌ

エ
ル
教
会
の
婦
人
た
ち
が
担
当
さ

れ
た
「
道
南
ブ
ロ
ッ
ク
集
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
教
会
か
ら

の
参
加
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
内
海
司
祭
と
平
取
の
婦
人
た

ち
が
出
席
さ
れ
、
様
子
を
伺
い
ま

し
た
。

　

当
初
天
候
不
順
が
続
い
て
い
た

日
高
地
方
も
、
こ
こ
へ
き
て
暑
い

日
ざ
し
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
牧

草
刈
り
も
“
三
番
草
”
ま
で
採
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
牛
屋

さ
ん
は
ま
だ
二
番
ぐ
ら
い
か
ナ
」

と
の
こ
と
で
す
。

　

次
の
礼
拝
は
八
月
一
二
日
―
逝

去
者
記
念
礼
拝
で
す
。
一
五
日
に

は
墓
地
礼
拝
の
予
定
で
す
。

▽
室
蘭
聖
マ
タ
イ
教
会

　

月
二
回
吉
野
司
祭
に
よ
り
聖
餐

の
恵
み
を
受
け
他
の
主
日
は
み
言

葉
の
礼
拝
が
守
ら
れ
ま
す
。
先
週

は
四
人
だ
け
で
守
ら
れ
ま
し
た
。

礼
拝
は
五
分
前
に
鐘
が
鳴
ら
さ
れ

心
を
静
め
一
〇
時
三
〇
分
礼
拝
が

始
ま
り
ま
す
。
少
な
い
人
数
で
す

が
こ
の
時
間
、
全
道
の
教
会
が
礼

拝
し
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
淋
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
後
期
高
齢
者
が

多
く
家
や
病
院
で
静
養
さ
れ
て
い

る
方
、
ま
た
礼
拝
堂
が
二
階
な
の

で
対
策
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
白
藤
姉
の
亡
夫
の
遺
品
の
中

か
ら
衣
類
を
名
古
屋
笹
島
キ
リ
ス

ト
教
連
絡
会
に
送
り
ま
し
た
。

▽
岩
見
沢
聖
十
字
教
会

　

七
月
一
五
日
ご
高
齢
と
健
康
上

の
理
由
で
長
く
礼
拝
に
出
席
さ
れ

な
か
っ
た
笠
井
咲
子
姉
、
邦
夫
兄

宅
に
て
家
庭
聖
餐
式
を
行
う
。
咲

子
姉
の
九
十
路
の
日
々
に
こ
れ
か

ら
も
み
守
り
が
あ
り
ま
す
よ
う

に
。
一
七
日
畠
山
秀
明
兄
市
立
病

院
に
入
院
手
術
。
経
過
良
好
に
て

術
後
一
週
間
で
退
院
。
試
練
の
時

に
も
神
共
に
在
り
。
二
〇
日
道
央

婦
人
会
に
一
名
出
席
。
来
春
よ
り

ワ
ー
カ
ー
と
し
て
タ
ン
ザ
ニ
ア
に

派
遣
予
定
の
雨
宮
春
子
姉
の
証
し

と
も
云
え
る
講
演
に
深
く
感
銘
受

け
る
。
七
日
年
長
組
さ
ん
が
市
民

行
事
に
協
力
出
演
。
見
事
な
本
番

に
園
長
さ
ん
も
思
わ
ず
感
激
の

涙
。

▽
網
走
聖
ペ
テ
ロ
教
会

　

七
月
一
五
日
の
聖
日
礼
拝
は
混

声
合
唱
団
「
モ
ウ
・
マ
ン
・
タ
イ
」
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の
方
々
二
〇
数
名
が
参
加
し
て
下

さ
り
会
堂
も
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。

　

本
日
の
礼
拝
は
故
山
本
弘
さ
ん

を
偲
ぶ
会
と
し
て
追
悼
献
曲
「
ア

ヴ
ェ
ヴ
ェ
ル
コ
ル
プ
ス
」
な
ど
三

曲
を
合
唱
団
に
献
歌
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
歌
声
が

会
堂
い
っ
ぱ
い
に
響
き
御
国
の
山

本
弘
さ
ん
の
喜
ぶ
御
顔
を
感
じ
ま

し
た
。
合
唱
団
は
山
本
弘
さ
ん
の

長
男
泰
史
さ
ん
が
所
属
し
て
お

り
、
旅
行
の
途
中
に
寄
っ
て
奉
仕

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
奉
仕
の
感

謝
を
し
ま
す
と
と
も
に
旅
行
の
無

事
と
合
唱
団
の
今
後
の
活
躍
を
お

祈
り
し
ま
す
。

▽
函
館
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会

　

六
月
三
〇
日
ロ
イ
ス
岡
野
き
く

子
姉
九
八
歳
ご
逝
去
、
魂
の
冥
福

を
祈
る
。
月
初
め
の
主
日
、
子
ど

も
の
礼
拝
も
定
着
、
高
齢
者
に
好

評
の
様
子
。七
～
八
日
道
南
分
区
・

婦
人
集
会
は
今
金
で
、
留
守
組
は

み
言
葉
の
礼
拝
を
守
る
。
二
一
日

ベ
タ
ニ
ア
の
マ
リ
ア
米
田
若
子
姉

納
骨
式
。
二
八
日
、
日
曜
学
校
夏

の
お
楽
し
み
会
。
公
会
堂
下
の

八
〇
米
巨
大
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ

ダ
ー
に
挑
戦
、
中
村
校
長
手
作
り

の
ピ
ザ
昼
食
、長
く
楽
し
い
一
日
。

遺
愛
学
院
生
の
礼
拝
参
加
に
賑
わ

う
。鉄
骨
テ
ン
ト
包
装
の
聖
堂
は
、

破
砕
・
研
磨
・
葦
か
え
の
活
気
あ

る
調
子
の
連
日
。
元
気
を
貰
い
ま

す
。

▽
北
見
聖
ヤ
コ
ブ
教
会

　

訪
問
は
イ
エ
ス
様
を
お
運
び
し

て
い
る
ロ
バ
の
歩
み
み
た
い
だ
な

と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。
二
九
日

（
日
）
は
「
ヤ
コ
ブ
日
礼
拝
」
で

使
徒
聖
ヤ
コ
ブ
を
覚
え
る
こ
と
を

通
し
て
主
に
心
を
向
け
ま
し
た
。

気
温
が
三
五
・
七
度
と
な
り
ま
す

と
ヘ
ロ
ヘ
ロ
状
態
で
す
が
、
主
は

疲
れ
る
こ
と
の
無
い
方
で
あ
る
こ

と
を
信
じ
て
歩
ん
で
い
ま
す
。
礼

拝
も
体
調
の
崩
れ
る
方
が
出
な
い

よ
う
心
を
砕
き
な
が
ら
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
司
祭
は
い
つ
も
の
よ

う
に
、
網
走
刑
務
所
・
北
見
牧
師

会
・
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
等
へ
行
っ
て
い

ま
す
。「
こ
れ
で
も
か
！
」
と
言

わ
ん
ば
か
り
に
草
は
伸
び
て
い
ま

す
。

▽
苫
小
牧
聖
ル
カ
教
会

　

幼
稚
園
の
新
し
い
園
庭
に
大
型

遊
具
が
設
置
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

は
大
喜
び
で
す
。

　

五
日
、
雨
の
中
、
ジ
ャ
ム
作
り

の
た
め
の
ハ
ス
カ
ッ
プ
狩
り
に
行

き
ま
し
た
。
一
五
日
は
教
会
大
掃

除
と
ハ
ス
カ
ッ
プ
ジ
ャ
ム
作
り
。

二
組
に
分
か
れ
て
汗
を
流
し
ま
し

た
。
礼
拝
堂
二
階
の
部
屋
が
す
っ

き
り
と
整
理
さ
れ
ま
し
た
。
ハ
ス

カ
ッ
プ
ジ
ャ
ム
と
マ
ー
マ
レ
ー
ド

ジ
ャ
ム
、
好
評
販
売
中
で
す
。

　

礼
拝
後
に
は
、
冊
子
に
編
集
し

配
布
さ
れ
た
教
会
問
答
を
用
い
て

の
学
び
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
は
一
一
日
、
子
ど
も
聖

歌
隊
ス
マ
イ
ル
結
成
礼
拝
。
元
気

な
歌
声
が
礼
拝
堂
に
響
き
ま
し

た
。

▽
深
川
聖
三
一
教
会

　

七
月
一
日
教
区
主
教
様
の
巡
回

日
、
こ
の
日
宣
教
一
二
〇
年
記
念

の
礼
拝
を
さ
さ
げ
盛
大
な
祝
会
。

九
日
保
育
園
職
員
会
議
、
主
任
よ

り
地
震
対
応
の
避
難
訓
練
の
指
導

が
あ
り
ま
し
た
。
一
四
～
一
五
日

海
の
教
会
、
留
萌
キ
リ
ス
ト
教
会

を
会
場
と
し
て
保
育
園
児
、
卒
園

児
の
お
泊
り
保
育
。
二
二
日
留
萌

キ
リ
ス
ト
教
会
、
宣
教
記
念
日
を

祝
う
た
め
教
会
を
挙
げ
て
参
加
、

バ
ザ
ー
に
出
店
す
。
須
網
農
園
の

野
菜
を
完
売
、
高
値
の
お
り
喜
ば

れ
る
。
二
四
日
施
設
研
修
会
に
園

長
、
チ
ャ
プ
レ
ン
、
主
任
西
村
聡

美
さ
ん
、
保
育
士
岸
本
倫
子
さ
ん

出
席
。
二
九
日
管
理
司
祭
広
谷
和

文
牧
師
礼
拝
司
式
、
説
教
の
奉
仕

を
い
た
だ
く
、
一
同
感
謝
。

▽
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会

　

教
会
回
り
の
花
壇
が
婦
人
会
の

お
仕
事
会
に
よ
る
草
刈
り
で
綺
麗

に
な
り
ま
し
た
。
伊
藤
嘉
子
姉
の

花
壇
献
金
に
よ
る
花
々
が
咲
き

誇
っ
て
い
ま
す
。
道
央
分
区
婦
人

の
集
い
に
向
け
て
一
八
日
パ
ウ
ン

ド
ケ
ー
キ
作
り
、
二
〇
日
の
集
会

に
は
八
名
が
出
席
し
、
雨
宮
春
子

さ
ん
の
お
話
に
耳
を
傾
け
ま
し

た
。
二
九
日
第
五
週
の
主
日
は
男

子
の
食
事
当
番
。
メ
ニ
ュ
ー
は
焼

き
そ
ば
、
石
塚
顕
治
兄
、
落
合
陵

兄
が
前
日
か
ら
準
備
、
暑
い
中
、

野
外
で
の
調
理
。
具
材
に
秘
密
が

あ
る
と
か
、
絶
品
で
し
た
。
こ
の

時
期
、
北
星
学
園
の
教
会
礼
拝
の

勧
め
に
よ
る
若
い
生
徒
さ
ん
達
が

出
席
し
礼
拝
に
華
を
添
え
て
下
さ

い
ま
す
。

▽
今
金
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会

　

道
南
婦
人
分
区
集
会
及
び
道

南
・
弘
前
昇
天
教
会
合
同
礼
拝
と

初
め
て
の
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
開

催
に
あ
た
っ
て
…

　

二
〇
一
八
年
七
月
七
日
～
八

日
（
土
～
日
）
に
婦
人
分
区
集
会

と
道
南
・
弘
前
昇
天
教
会
合
同
礼

拝
が
今
金
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会
に

て
参
加
者
三
九
名
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
金
ら
し
い
楽
し
め
る
内
容
に

し
た
い
と
思
い
、
罰
ゲ
ー
ム
有
り

の
室
内
カ
ー
リ
ン
グ
や
お
座
敷

ゲ
ー
ム
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

藤
井
司
祭
よ
り
の
講
話
「
渡
辺
淳

一
著
に
み
る
荻
野
吟
子
の
生
涯
と

聖
公
会
」
も
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
皆
さ
ん
に
「
と
て
も

楽
し
か
っ
た
」
と
喜
ん
で
貰
え
た

事
、
二
日
目
の
信
施
を
階
段
改
修

工
事
へ
使
わ
せ
て
頂
け
た
事
に
感

謝
致
し
ま
す
。

　

又
、翌
週
の
七
月
一
五
日
（
日
）

に
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会
初
め
て
の

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、

四
一
名
の
観
覧
者
と
と
て
も
豊
か

な
時
間
を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し

た
。

　

思
い
の
外
小
さ
な
お
子
さ
ん
連

れ
の
ご
家
族
も
多
く
、
最
後
ま
で

聴
い
て
頂
け
る
か
心
配
で
し
た

が
、
あ
ら
不
思
議
！
演
奏
が
始
ま

る
と
笑
顔
に
な
る
の
で
す
。

　

宣
教
活
動
の
一
環
と
ド
キ
ド
キ

し
な
が
ら
当
日
を
迎
え
ま
し
た

が
、
そ
の
親
子
の
笑
顔
で
全
て
が

報
わ
れ
た
思
い
で
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
。


